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  緒     言
 冶金 と云へば鑛石か ら地金を作 り,地 金を加工 して種々の道具や,機 械材料などを作ること
まで含んでゐるが,弦 には狭義に解繹 して地金を作る迄の製錬工業に就て御話 しをし†こいと思
ふ これ等の製錬工業は大阪に適 してゐるや否やを先づ調べて見↑こい と思ひます.
 冶金工業地としての大阪 大阪附近には鑛山 も炭田もない.電 力 もあまり安 くはない・併 し
水陸の運輸の便に富み,叉勢働の供給は潤澤であっτ,宿舎なども工揚で特に作 る必要がない,
大阪は工揚が多 く冶金製品を漕化する我國最大の市場である,風 土氣候は良好である・
 これ等の事情により,比 較的値段の安い金屡の鑛石製錬業は大阪にはあまりない・併 し地金
の精製場は相當にある・叉電力を多量に要す るアル ミニウムや,マ グネシウムや,亜 鉛電解工
業等 に射 しては,大 阪は適當の地 とは云ひ得 ない.大 阪には工場が多いので,一 工揚 での副産
物が他の工揚の原料 とし利用せられる揚合が多い・叉多くの屑金が出來・その虞理が叉一の工
業を形成 してゐる.以 下簡箪にこれ等諸冶金工業の現在に就て述べ†こい と思ふ・
  冶金 工場 の現 状
 工揚を次の三種に旺分することが出來 る、帥(1)鑛 石を原料 とするもの,(2)屑 金其他贋津を
原料 とするもの,及(3)地 金の精製工揚である.
 L鑛 石を原料とするもの 其の数が少 く,共 の規模 も小である・三菱鑛業の大阪製錬所では
                         
フェロタングステンを電氣燵 で作つてゐる.粟 村鑛業ではフェロタングステンと共に フェロモリ
ブデンをテル ミット法及電氣熔で作 り,爾 杜共に充分選鑛 し了二汰鑛を原料 としてゐる.叉 幅町
の日本 コバル ト鑛業では漁式法により酸化 コバル トを作つてゐる・鑛石は山口縣長登鑛山産の
もので鑛床の上部は酸1ヒ鑛,下 るに從ひ砒 コバル ト鑛にかはる.
 以上の金驕は皆甚だ高贋のものであつて,鑛 石の運賃などは比較的輕微な ものである・又上
述の工場ば何れも小規模の ものである・此等の工揚は強ひて大阪にある必要 もないが,タ ング
ステン鑛 や水鉛鑛は諸方の ものを大阪で集め得 る便宜がある.叉 販費店 と工揚 とを分けすに濟
ます便宜からも出てゐる,若 し鑛石所有者が山元にて其の製錬業を起すことがあつたら大阪工
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揚は可な りの脅威を受ける・ コバル ト工揚 も貧鑛を山元で選鑛する事につき相當の努力を彿は
なければ,大 阪にあると云ふ ことが却つて不利のことになる・
 大阪製錬株式命批 も亦此(D種 の工揚に屡するものである、含銅硫化鐵鑛を熔焼 して硫酸を
作 り,其嶢澤をラメーンス式によつて牧銅するのが,同 工場の基本的仕事である.年 に約25,000
殖の生鑛 を虞理 して昨年の産銅682殖 に達 し,我 國では中位の銅山に位 してゐる.脱 銅後の残
津は紫鑛 と稻 し,年 産2萬 殖の内大部分は八幡の製鐵所に鐵醸 として費つてゐる・
 此の工場は大阪に存立 してゐる意義を可な りに現はしつSあ る・自Pち他 では多くの含銅硫化
鐵鑛は唯 その銅のみをとつてゐむ 硫黄 と銅を とつてゐるものも相當にはあるが,鐵 迄 を利用
してゐるのは同工場が日本唯一の ものである一之に加ふるに同工揚では,そ の製錬工程中に出
來る盤化第二銅と沈澱銅 を反癒 させ,少 しの工作を施 し船底塗料の原料たる亜酸化銅を作 り,
叉その際生キる臨化石荻 と工揚の磨液を利用 して石膏を作つてゐる,
        CuCl2+Cu-Cu、C12
        Cu2C12十CaCO3=Cu20十CaCI2十CO2
        CaC12十Na2SO4(ラ メPtン ス法による慶液)ご2NaC1十CaSO,




 II・屑物を原料 とする工場 は大阪には甚 だ多い・大阪には大小数+の 卒熔 があつて製鋼 をし
てゐるが,そ の原料 として澤山の屑鐵をつかひ,世 界の隅々か ら迄寄せ集めてゐる.北 米合衆
國,南 米,亜 弗利加,印 度,濠 洲,支 那,厭 洲か ら績々と流れ込んでゐる.製 鋼電氣煽 も亦大
阪には相當あるが之 も屑鐵が主原料である・此等の製鋼工業は大阪市でも重要なる位置を占め,
他の冶金工業に比較すると,そ の生産品債格 に於て甚だしく優つてゐる・叉使用高 も多いが,
鐵工業程屑を多く出す工業は少ない.屑 を少 く出すことの研究巳口鋳造法,加 工法の改良,不 錆
鋼の研究がまだまだ不足である,天 下の屑を集めると云へば痛快の様な氣持がするが,技 術者
としてはその屑の來る所以について反省の必要がある,序 であるが古舶を輸入し之を解罷 し伸
鐵工業を巧みに維螢 してゐるの も,大 阪は蓋 し世界一である・
 銅屑 も亦北米,支 那などから輸入され,内地産の もの と共 に主 として反射櫨で精製 してゐる・
佐渡 島,中 山,森 田製銅所等でやつてゐる.眞 鍮 などの様な銅の合金屑の輪 入も相當にある,
此等が大 きなズックの袋に入b工 場に到着すると,磁 力にて鐵 を除 き,砲 金やアル ミ合金,含
ニヅケル物などそれぞれ手選 し,翼 鍮屑は猫櫨などに入れ熔融 して,次 に棒・管,板 などを作
つてゐる.内 地市場に出すと共に盛 に印度や支那 に輸出 されてゐる・
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 アル ミニウム,錫 鉛,亜 鉛等の屑 に封 して も大阪の沿化力は大 きい・亜鉛鍍金工揚から出
るサル ミアク及含鐵亜鉛 も今は悉 く利用せられ,亜 鉛華,鷺 化亜鉛,硫 酸亜鉛等の製造原料に
なつてゐる.
 脱錫工業,鑓 力屑の脱錫は一流工業國では皆行つてゐるが,我 國の脱錫工業は米國の同業者
に悲鳴を上げさせすこ程に盛んである.帥 ち米國産鍬力屑が多量に我國に輪出せ られる結果,其
の輩債が高 くな り,同 國の脱錫業の探算が悪 くなり,途 に同國議會では鉱力屑の輪出を禁示す
る法案 を可決 し丁こ位である.幸 ひ大統領の批准がないために小康を得てゐるが,大 統領は矩否
したのではなく勘考中である・            '
 此の脱錫工蝪は東京に もあるが大阪の方が遙かに多い,今 日は原料高のため経管は樂ではな
い.製 品が不純で98%墓 で殆んどハ ンダに使はれるが,ハ ングの需要に謝 し供給が丁度只今の
ところ略同一である,脱 錫は苛性曹達液中で電解を施 してゐる.近來は鷹素が安 く得 られるが,
製品たる鞭化錫の需要を顧慮してゐる様であるが,こ れに就てはまだ十分なる調査がつまれて
ゐないことが,そ の眞相であると思ふ・
 III.精製冶金コニ業 としては大阪造幣局及三菱大阪製錬所がある,数 は少いが,共 に此種工
業の代表的の ものであつて,叉 大阪はそれに最 も適當した土地である。造幣局の主要目的は貨
幣の鑑造であるが・金銀地金の精製は・世界各國共に造幣局 とは不可分の ものであつて,我 國
の商工中心たる大阪は,そ の原料の集合地 として最 も選ばれたる土地である・尤 も以前 と異 り
今 口は,諸 方の我國電氣分銅所で金銀の精製を行つてゐるから,造 幣局に納入する地金の数景
も比較的には以前よりは少 くなつたが,金 山の産金は猫大部分納入されてゐる.同 局では銀は
Mδbius法,金 はWohlwl11法 によつτ精製 してゐろ・
 三菱製錬所電氣分銅は我國では最古ではないが,古 い歴史を有するもの、一である.普 通の
Multiple Systemで 隣れる槽のブスバ 一ーの蓮結方法が他 とは少しく違ふ.同 所では叉回傳陰
極を使つて片面銅板を製造 してゐるが,Elmore式 か ら往來蓮動をする擦子を省いた もので機
構が簡輩にして且つ丈夫である・明治42年 に試作を始め,翌 年螢業に移つた膠史をもち,我國
での創始者である,
 同所では電氣分銅の副産物 として膿鋒,硫 酸ニックルの外セレンを抽掛 し,且 っ造幣局 と同
様な方法によつて金銀の精製を行つてゐる.分 銅の際,陽 極中の金銀が陽極澤 として沈降 した
ものを虞理するのである.
 同所が技術史上世界的に功績を寄せτゐるのは,實 にその電解精錫である.生 野の錫に乾式
精製後猶著量の銅 を含んで,之 から優良錫 を作ることに就ては文獣の参考にすべ きものがなか
つた・北米バルチモアで珪弗化水素酸燈類を使つて操業してゐ江が,今 日は中止 してゐる・三
菱大阪製錬所ではBetts法(珪 弗化水素酸肇類を電解液 とす)で鉛の電解を始めた時,米 國の例
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もある故,之 を錫精製に慮用し†二もの らしい・以前生野で讐酸を電解液 としτ精製 してゐたが,
成績良好ではなかつた.そ の後絶えざる當事者の努力によb遂 に今日の錫電解精製の基礎を築
き上げた.Baltimoreの 工揚は閉鎖 し7:が,大 阪のは盆,規模を籏張 しつ5あ る.
 鉛の電解精製 も同所でやつτゐすこが,原 料供給の都合で今 日は止めてゐる.此 の仕事 も同所
が我國での創始者である.こ れは蒼鉛を多量に含む粗鉛の精製に適當なる方法であるが,近 來
Harris法 などが出來,叉 在來のParkes力 法が甚だ有敷なる精製法であるか ら,特 別なる原料
が現はれない限 りは,同 所の鉛電解工揚は再運嬉 しないこと、思ふ.
  大阪 に於 ける冶金 工業 の將來
 現在操業 しっ、ある工揚は盆,獲達すること、思ふ 新 らしく起る冶金工業 として當面の問題
になつてゐるものに製銑事業がある,東 京では淺野造船所が翫に170勉 の熔鑛熔 を操業 して居
り,近 くは叉日本鋼管が熔鑛熔を建設中である・彼れより鐵鋼業がより盛んな大阪で此熔鑛燵
の建設が出來ずに居 るのは不思議な位である・尤 も淺野は骸炭窯の瓦斯を市街用とし甚だ有利
に利用し,日 本鋼管は製銑 を自家用にする目的をもつてゐる.我 國の製鐵業が關硯の保護 を受
けて居 る一方に、印度銑 なる安贋の競雫考があるため,大 資本を要する熔鑛熔の新設は特に愼
重なる調査を経 なければならぬ.小 規模のものでは利釜 も少なく,あ つてもな くτもよい.中
規模以上の ものでは鐵鑛な りと,炭 磯な りとをその愈砒で持っか,或 は瓦斯 愈砒 との蓮繋が望
ましい・會杜 自身が製鋼することは無論必須條件である・大阪附近に年々30～40萬 睡の硫化鑛
焼津が硫酸工場より出 ることは,大 阪に於ける製銑熔鑛燃設立に關 して十分の考慮を佛ふべき
事實である.
 鐵鑛の産額に於て内地ac-一一の釜石鑛山の年薩額が昭和8年 に約21萬 魅であっ†こ.同年の鐵鑛
需要概額は釜石40萬 殖弱,東 洋製鐵20萬 睡,輪 西24萬 睡である.
 此等硫酸製造所か ら出る焼倖には多量の含銅硫化鐵鑛の焼津がある.こ れを製鐵の原料にす
る1こは漁式法によって牧銅脱硫 せねばならUt.前 に述べた様に現在では年に約2萬 勉丈の もの
が,大 阪製錬でラメーンス法にて此種の取扱ひを受 けてゐるのみである・他の数萬殖は銅鑛の
熔鑛熔に装入 され銅のみが利用 されてゐろ.
 私は他の席で も度々申述べましたが,我 國の含銅硫化鐵鑛中には約 千分の一のコバル トを含
んで居 り,叉百分の一叉は以上の亜鉛を含んで居 る・即10萬 殖の鑛石中には約百萬圓のコバル
ト三十五萬圓の亜鉛を含んでゐる.私 共の研究によります とラメー ンス屡液中に澤山の芒硝が
ある.此 芒硝 を重晶石か ら還元 して得た硫化バ リウムに働かせ,濃厚なる硫化曹達の液 を作 り,
之を慶液 に働かせてコバル ト及亜鉛を選別的に沈澱することが出來る.此 方法の詳説は鉱には
略 しますが,硫 化水素及硫化曹達法で大阪製錬にて嘗て大規模に操業 したことがある・純良な
る製品は出來たが,硫 化曹達の高贋 と云ふことが此方法の鋏黙であつた.併 し以上の方法で之
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を作れば一方では高贋なる沈降性硫酸バ リウムとして萱 ることも出來,叉 市揚の駄況では繰返
し硫酸バ リウムを還元すればよいのである,
 叉 ラメーンス漁式工揚よbは 前述の如 く亜酸化銅,石 膏,紅 殻の製造 も出來る外に,此 工揚
で出來る瞳化第二銅は誠に萬能膏の様なものである.錫 鑛を還元 して之に働かせろと錫が溶液
中に來て銅が沈澱する.か くして得た錫溶液に石友石を入れ水酸化錫の沈澱 を作 り,還 元 して
純良の錫 を作 ることが出來 る.錨 蒼鉛 アンチモン,砒 素,銅 を含む鑛石か らも,市 販一等
品 となすことが出來る・この錫冶金の研究は私の研究室の野満氏が化研の倉に於 て逐次獲表 さ
れたのであ りますが,私 共はこれと同じ反癒を起 させて鍬 力屑の腕銅に使ひにい と思ふ.邸 此
液中に暫 らく鋲力屑を浸 して脱錫 し,残 つた鐵屑は製鋼所に責 る.今 日の電解脱錫法では其の
生産費の牛分は苛性曹達 と電力費で占めてゐる.
 然 るに此の鷺化第二銅溶液を使ふと,電 力と高贋なる苛性曹達が全部省略せられ,設 備 とし
ては樽が主要の ものであ る・鐵板の墜搾機 も錫の還元熔 も牧銅用の もので間に合ふ・ これにつ
いては目下鏡意大阪製錬で試験中である・叉溶液中の銀の回牧について研究中である。
 以上の有様であ りますから,大 阪 に於 て此後に起る可能性ある冶金大工業 としては,銑 鐵製
造用熔鑛臆の外には此硫酸焼津の漁式工場の擾張及増設 と信 じてゐる・諸君は或 はか く有望な
仕事であれば,「何故に早 く起らぬてあらうか」と云ふ様に思はれ ませ う.元 來私が大學の學生
の時此の漁式法 を以て卒業論文 としましたのは明治三十二年であ りまし†こ・其の時既に外國で
は普通の方法であbま して,私 よりも敷年前に今泉嘉一郎博士が別子鑛丞fに就て本式に周到 な
る試験をして居 られます.併 して大阪製錬が出來たのが大正十二年であつて,四 分の一世紀 を
経過 して居 ります.近 來になつて研究室 と實駿工場の連絡が密になつたが,以 前は割に渡交渉
であった.無 論 その責任は双方にある.私 共の專門は非鐵冶金の製錬であつて,私 の方針 とし
ては出來る丈現實の問題を捉へ新方法を生む と云ふのであ りますか ら,工 揚關係者諸君と密接
なる蓮絡 を願ふのであ ります'
 話は少し横にそれましたが,再 び元に返 り,此 の含銅硫化鐵鑛及硫化鐵鑛の大部分は住友,
古河,日 本鑛業,三 菱,藤 田の五大愈肚によつて探鑛 されてゐる・その焼澤の漁式工揚は取扱
鑛量が 多くなれば,そ の生産費は著 るしく減少する・これ等の幾つかの倉肚の蓮繋によつて,
此獲展性の強い漁式工揚をして縦横に活躍せ しめんことを希望する次第であ ります.
 叉大阪には硫酸製造工揚が多い.動 もすれば原料難に陥 る恐れがある.最 近私の乎許に届い
tこ試料で金0.OO 133,硫 黄50,鐵44鬼 の ものがある.こ れは金鑛を選鑛 して得た汰鑛である.
此種の ものは多 くは銅製錬所に途 られてゐる.然 るにこれは硫酸製造の立派な原料である・其
硫黄代 として鑛石一殖にっき12圓 以上の債があって含金百萬分の四の金鑛一屯に相當する.
硫酸をとつに後に青化法で牧金 し,其 實牧牽が約72%あ つt:ら,銅 製錬所に費 るよりも有利な
                   (128)
            大阪に於δる金屡製錬工業の現在及其の將來
ことになる、尤 も計算 に便利なため銀のことを考へてゐない・其の試料の産地 と現在の費鑛條
件から計算 しナニのである・青化法の外に他の方法 もあらう・兎に角硫酸製造の原料 として,現
在の様に箪純の ものでな く,混 合硫化籏や,皇 灘・朝鮮に産患する含金硫化鑛の汰鑛 などを使
ふことを考慮すべ き時代が來ナニ・
 此外現今利用の悪い合金屑が種 々ある・ 輕合金,シ ルジン,ニ ッケル鋼,ニ クローム,モ ネ
ル メタル等が之に屡する,
 仕事は大 きくないが,朝 鮮砂金地より出ろモナザィトか ら酸化 トリウムをとり,次 にマッチ
代用の磯火合金(セ リゥム及鐵の合金)を 作 り,或は鑛山の鑛物からアルカリー アース金屡・稀金
屡の柚出なども面白からうと思ふ
 南洋の砂錫 をとつす二後の澤には少量の錫 と著量のタングステンが含 まれてゐる・其他支那,
西比利亜,南 洋邊の鑛石を輪 入し,優 れたる智能によつて始めて出來る様な冶金事業を起すこ
とも叉大切なることである・
                   (129)
